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研究成果の概要（和文）：唾液は咀嚼時の食塊形成や嚥下を円滑にする重要な役割がある。咀嚼

と唾液の関連が深いことは周知の事実であるが、未だ不明な点が多い。そこで、本研究では咀

嚼運動時の刺激唾液ならび咀嚼関連筋の筋活動を電気生理学的に検証し、顎運動と唾液分泌機

序との関連について解明することとした。その結果、大脳皮質咀嚼野の P-area は顎運動と唾

液分泌を同時に制御しており、顎運動の頻度と唾液分泌量との相関が高いことが分かった。 
 
 
研究成果の概要（英文）：Saliva have a crucial role to facilitate bolus formation  and 
swallowing during mastication. It is well-known that there is a significant relationship 
between chewing and saliva, but it remains poorly understood. Therefore, the purpose of 
this study was to validate the stimulus saliva during mastication and the muscle activity of 
mastication related muscle, and to elucidate the relationship between jaw movement and 
salivary secretion mechanism. As a result, P-area of the cerebral cortex mastication area 
controls salivation and jaw movement simultaneously, and the result indicates that there is 
the high correlation between the frequency of jaw movement and the amount of salivary 
secretion. 
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１． 研究開始当初の背景 

 
咀嚼は栄養物の摂取を行う生命を保持す

るための重要な機能である。補綴治療の目的

は多々あるが、その中でも咀嚼機能の回復は

とりわけ歯科補綴学領域において大変重要

な役割である。一方、唾液は口腔内環境の保

全だけでなく咀嚼時の食塊形成や嚥下を円

滑にする役割がある。咀嚼と唾液の関連が深

いことは周知の事実であるものの未だ不明 
な点が多く存在する。また、唾液分泌機能が

劣っているために歯科治療上問題となるこ



とも多く見られる。本研究の研究成果が歯科

補綴学の面のみならず歯科領域全てにおい

て非常に有益と思われる。 
 
 
２． 研究の目的 

 
今回の研究の目的は、 
(1) 咀嚼運動時の刺激唾液ならび咀嚼関

連筋の筋活動を電気生理学的に検証し、 
(2) 大脳皮質咀嚼野を中心とする中枢神

経系の脳内機能調節メカニズムを解明

し、 
(3) 顎運動と唾液分泌機序との関連につ

いて解明する 
こととした。さらには、日常の歯科臨床で用

いることができる唾液分泌促進方法を開発

し、国民の健康増進に貢献できる方法を確立

することとした。 
 
 
３． 研究の方法 

 
実験動物として、Wister 系雄性ラット（約 

6～9 週齢、250～350g）を用いた。顎運動を

記録するためのマグネットをオトガイ部に 

取り付け、顎二腹筋に筋電図記録用の針電極

を刺入した。また、顎下腺導管内にカニュー

レを挿入した。 

以上の準備を終えた後、ラットの両耳光を

イヤーバーで、前歯部をインサイザルバーで

脳定位固 定装置に固定する。ラットの頭部

を固定した後、ラットの頭皮を切開して頭蓋

骨表面を露出する。次 に、歯科用エンジン

を用いてラウンドバーで大脳皮質咀嚼野上

部に相当する骨を削除する。その 後、頭部

固定のための金属スクリューを頭蓋骨に埋

め込み、脳定位固定装置に取り付けた金属ロ

ッ ドとアクリルレジンで連結する。これら

一連の作業が終了したらイヤーバーとイン

サイザルバーを外 す。 

最後に、大脳皮質咀嚼野を刺激するための 

針電極を挿入し、Stimulator で刺激を行い 

顎運動を誘発することができることを確認

する。 

 

４． 研究成果 

 

 今回の研究から、 

1) 電気刺激によって、A-area では約 5～

7Hz、P-area では約 3～5Hz の異なる頻

度のリズミカルな顎運動が誘発された． 

2) P-area の電気刺激では顎運動と同時に

唾液分泌が誘発されたが、A-area の刺

激では唾液分泌は生じなかった．(図) 

3) P-area において刺激頻度を変化させる

と、顎運動の頻度と唾液分泌量は相関

して変化し、20Hz で最大値を示した． 

以上の結果より、P-area は顎運動と唾液分

泌を同時に制御しており、顎運動の頻度と唾

液分泌量との相関が高いことが分かった．ま

た、速く単純な上下方向の顎運動を生じる

A-area の刺激では唾液分泌が生じなかった

こと、複雑な臼磨様顎運動を生じる P-area

の刺激では唾液分泌が生じたことから、

P-area が咀嚼時に優位に作用している可能

性が示唆された． 
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